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指揮　高谷光信（たかやみつのぶ） MitsunobuTAKAYA（Conductor）

京都市立堀川高等学校音楽科（硯・京都堀川音楽高等学校）を経て大阪音楽大学音楽学部器楽学科卒業、キエフ
国立チャイコフスキー音楽院指揮科首席卒業。また国家演奏家資格、ディプロマを最優秀の成績で取得。指揮を小
松一彦、伊吹新一、田中良和、蔵野雅彦、辻井清幸、V，プラソロ7、E．ドゥーシェンコ、N．スーカッチ、に師事する。

2003年、キエフ国立チャイコフスキー音楽院卒業時、ウクライナ・チェルニーゴフフィルハーモニー交響楽団に

客演指揮者として招かれ、ウクライナにてプロデビューを果たす。首席客演指揮者（2003～2006）第2指揮者

（2006～2012）常任指揮者（2012．7～）現在も定期演奏会や各国の音楽祭、マスターコースなどで共演を続けている。

同楽団の招致により『ホロヴイツツ国際ピアノマスタークラス』『シベリア国際音楽祭』『ウクライナ国際音楽祭・

キエフ夏の音楽の夕べ』またウクライナを代表する国際音楽祭である『バルトケーヴイツチ国際音楽祭』などに出

演し、「高い音楽性でソリストを支え音楽祭を成功に導いた。」（KievPost）と高く評される。また2010年より『ウク

ライナ国際マスタークラス指揮・バイオリン・ピアノ部門』の講師・審査員・指揮者を務め、世界中の若きソリス

トと共演する模様は全国放送されている。

現在までに東京混声合唱団、OsakaShionWlndOrchestra（旧大阪市音楽団）、大阪交響楽団、兵庫芸術センター管弦楽団、セントラル愛知交響楽団、名古屋演奏

家ソサエティ、テレマン室内オーケストラ、瀬戸フィルハーモニー交響楽団、東京室内オーケストラ、愛知室内オーケストラ、エウフォニカ管弦楽団、神戸市室

内合奏団、ナゴヤディレクターズバンド、ブラスパラダイス大阪、キエフ音楽院管弦楽団など、数多くのオーケストラ、吹奏楽臥合唱団を指揮。

ヴァイオリニストのE・ケシャ∵エバ、豊嶋泰嗣、沼田園子、ピアニストの近藤嘉宏、江口玲、塩見亮、甚理英、池本三太、A・イエーメッツ、D・オニシチェンコ、テノー

ル歌手の秋川雅史、田原祥一郎、松本業平、竹内直紀、小餅谷哲男、バリトン田中勉、ウズベキスタン音楽集団『sHOD』など国内外の著名な演奏家と多数共演。

《題名のない音楽会≫（OsakaShionWindOrchestra2015年11月23日放送）にTV出演。

歌劇においては「フィガロの結婚」「ドン・ジョヴァンニ」「ヘンゼルとグレーテル」「ラ・ボエーム」「こうもり」「カルメン」「弁慶・八岐の大蛇・箱入り女房」を指揮。

大阪芸術大学演奏学科、名古屋芸術大学音楽学部、武庫川女子大学音楽学部、京都市立芸術大学音楽学部音楽教育研究会、各非常勤講師。みやこオペラ京都合
唱団代表。

第16回京都芸術祭京都市長賞受賞。2012年7月ウクライナチェルニーゴフ州文化功労賞受賞。

現在ウクライナ・チェルニーゴフフィルハーモニー交響楽団常任指揮者。

ピアノ　ドミトリー・オニシチェンコ

オフィシャルホームページ　httpニ〟m－takaya．com／

DmitriyOnyshchenko（piano）

ウクライナ、リヴイウ出身。

マンチェスター・ロイヤル・ノーザン音楽大学、チャイコフスキー・モスクワ州芸術学院に学び、ハノーバー音楽芸術大学（ドイツ）

ソロクラス修了。現在世界中でピアノ演奏活動を行いつつ、モスクワ音楽院にて後進の指導をあたっている。
ピアノをN・フィッシャー、Y・T）シテェンコ、R・ナウーモ7、A・デイエフ、U・クライネ7、A・ヴァルデイに師事する。

・2000年第5回ウラジミール・クライネフ国際コンクール（ウクライナ）第1位

・2001年第4回ホロヴイツツ国際コンクール（ウクライナ）第1位

・2002年第12回チャイコフスキー・コンクール第5位（最年少受賞）

・2004年第3回若い音楽家のための国際コンクール（オランダ）第1位

2005年第10回インターナショナル・ピアノ・アカデミー・コンクール

2007年第16回ビアナ・ダ・モタ・コンクール（ポルトガル）第2位

2007年リーセンコ国際コンクール（ウクライナ）第1位

2012年シドニー国際ピアノコンクール第3位

公益社団法人岐阜県交響楽団

（浜松）第2位

ラフマニノフの再が

GifuSymphonyOrchestra

1953年、岐阜交響楽団として発足。長年にわたる活動が認められ2011年3月「公益社団法人岐阜県交響楽団」となる。

楽団貞は120余名で、様々な職業人で構成しているアマチュアオーケストラである。

活動は、年3回の自主公演を中心に年間5～6回の演奏会を行い、各地の学校や地域での演奏活動、また、岐響ジュニ

アオーケストラの育成など、地域に根ざした音楽文化普及と向上発展に熱意と情熱をもって貢献している。

1998年専用の練習場が完成。2003年創立50周年には、日本を代表するサントリーホールにおいて「東京公演」を開催

し大好評を博す。2009年創立55周年には、世界一の響きを誇るウィーン楽友協会・黄金ホールにて「ウィーン公演」を開

催し大成功をおさめた。2013年には創立60周年を迎え、マーラー作曲交響曲第2番「復活」を演奏し、力強いメッセージ

を発信した。

1984年、「地域文化功労表彰」（文部大臣）を受賞。2007年、地域の文化の発展に寄与した功績で「岐阜新聞大賞」（岐阜新聞）を受賞。1999年、「ふるさと文化賞」（岐阜市）を受賞。

今後、ますますのレベルアップを図り、郷土の皆さまに、いっそう誇りをもっていただけるオーケストラを目指し、努力を続けている。

長良川国際会議場へのパス（主要路線）時刻表

【市内ループ線】《左回り≫土曜日・日祝日用

JR岐阜　⑪のりば　　　1150　1210

名鉄岐阜（弧のりば　　11511211

徹明町①のりば　　　　1154　1214

岐阜市役所前　　　　　　1157　1217

長屋橋　　　　　　　　　1204　1224

長良川国際会議場北口　1207　1227

【市内ループ線】《右回り≫土曜日・日祝日用

JR岐阜　⑰のりば　　　1200　1220　1240　1300　13 20

金町7丁目　　　　　　　1203　　1223　　1243　　1303　　1323

金華橘通り柳ケ瀬　　　　1205　　1225　　1245　　1305　　1325

市民会館裁判所前　　　　1208　　1228　　124日　　1308　　1328

忠節②のりば　　　　　　1214　　1234　　1254　　1314　1334

北高前　　　　　　　　　1215　　1235　　1255　　1315　　1335

正木マーサ前　　　　1220　1240　1300　1320　1340　　　■周辺駐車場は混雑が予想されますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください

簡易保険前　　　　　1224　1244　1304　1324　1344　　　　■JR岐阜駅、名鉄岐阜駅からアクセス♭岐阜バス「長良線」①⑪番で「国際会議場北口」下車徒歩

岐阜メモリアルセンタ【北1226　1246　1306　1326　1346　　　　　2分＞岐阜ノてス「三田洞綬」⑯⑬番で「長良川国際会議場前」下車

長良川国際会議場北口　1227　1247　1307　1327　1347　　　　※バス利用の場合、いずれも所要時間約20分／タクシー利用の場合は所要時間10～15分
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